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事例報告

就労を試み る中年期 クローン病患者の経験

山本孝治、中村光江

要 旨

本研 究は 、就 労 を試 み る中年 期 ク ロー ン病 患者 の経験 を明 らかにす る ことを 目的 とした研 究で あ

る。対象者 で あるA氏 の経験 か ら、ク ロー ン病 患者 の就労 やQOL向 上 のた めの支 援 の在 り方 につ い

て検 討で きる と考 え事例 報告す る。

分析の結 果、体調 への対処 に追わ れ余裕 がな かった ことは、 自己評 価や 自己概 念 に否定 的な影響

を もた ら し、成 人期 以降の生活 構造 の構築 に影響 を及 ぼ してい た。 またA氏 は今か ら踏み 出す のは

容 易で は ない とい う思い と老親 と 自分 の将来 の ために 自立 した い気 持 ちを抱 いて い るこ とが明 ら

か にな った。

A氏 は、人 生 半ばの過 渡期を迎 え、就 労の意 味 を再考 し、 人生 を考 える うえで の転機 を迎 えてい

た。就 労へ の支援 を含 め、発達段 階 に応 じて患 者が広 く人生 の方 向性 や 自己価値 を見 出す ことがで

き る支援 の必 要性 が示 唆 され た。

キ ー ワー ド:中 年 期 、 ク ロ ー ン 病 、 就 労

はじめに

クローン病 は、再燃 と寛解 を繰 り返す非特

異性 の慢性炎症 を腸粘膜に生じる疾患1)で 医

療費助成対象の指定難病である。激 しい下痢

や腹痛 などの腹部症状を生 じるだけでな く、

病気の進行 を抑えるために厳 しい食事制限や

成分栄養剤 の摂 取が必要であるため、 日常生

活への影響 が大 きい。また、思春期や青年期

に好発 し再燃 を繰 り返すため、その後の成人

期以降の人生 を左右す る進学や就労にも大き

く影響 し、将来の選択肢は制限 され る。 クロ

ーン病患者が仕事を得 ることは容易ではなく、

仕事 に就いても再燃 によ り休職や退職に至 る

患者は多く、クローン病患者は経済的な側面

や将来全体に対 しての不安を抱きやすい2)。

仕事 を得 るこ とは、生 きてい くための経済

的基盤 を築 くためだけでな く、成人 として社

会とつなが り、役割 を果たすための機会を得

る第一歩でもある。仕事 を通 して 自己成長の

機会 を得た り、生 きる意味を実感 した りす る

ことも多い。そのため、本人が希望 しても仕

事 に 就 け な か っ た 場 合 、 成 人 期 以 降 の

Quality of Life(以 下QOLと 略す)へ の影響

は大きい と考 えられる。

クロー ン病患者を対象 とした就労に関す る

研究を概観す ると、クロー ン病 と潰瘍性大腸

炎 とがあわせ総称 され る炎症性腸疾患患者 の

ワー クモチベーションと抑 うつ との関連が報

告 されている3)。 また、難病患者 の雇用管理

の課題 と支援に関す る研 究において、クロー

ン病患者への職場環境や受診 日の配慮の必要

性 が報告 されてい る4)5)。しか しクローン病患

者 だけに着 目し、就労経験 と関連 させた研究

はない。

本研究は、就労を試み る中年期クローン病

患者 の経験を明らかにす ることを目的とした

研究 である。対象者であるA氏 は無職の状態

にあるが、仕事に就 く望み をもっているこ と
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が語 られた。 このA氏 の経験は、クロー ン病

患者への就労支援や成人期のQOL向 上のため

の支援の在 り方を検討す る一資料 となると考

え、 ここに事例 として報告す る。

I.用 語 の 定 義

本 研 究 で は 、 発 達 期 に つ い てLevinson6)の

定 義 に 準 じ以 下 の と お り とす る。

青 年 期:17歳 か ら22歳

成 人 期:17歳 か ら65歳(Levinsonに よ る

青 年 期 、成 人 前 期 と 中年 期 を も と に 定 義)

中年 期:40歳 か ら65歳

II.研 究方法

1.研 究デザイン

質的記述的研究

2.対 象者の選定

研究対象者 の選定条件 は、青年期である22

歳以前に発症 した中年期クローン病患者で現

在寛解期にあ り外来通院中である者、加 えて

言語的コ ミュニケーシ ョンに問題 ない者 とし

た。外来患者数が多い病院の施設責任者お よ

び看護 の責任者 に研究 の目的 と方法、倫理的

配慮 について 口頭および文書で説 明を行い、

研究の協力 と研究対象候補者の紹介 を依頼 し

た。紹介 を受 けたA氏 に対 し研 究の詳細 につ

いて説明 し、同意 を得て、研究対象者 とした。

3.デ ータ収集方法

半構成的面接 を実施 し、その内容 を主要デ

ータとし、面接 中の対象者の表情や反応 の記

録を副次的データとした。面接はイ ンタ ビュ

ーガイ ドに従 って進め、発症 とともにどのよ

うに生活 してきたのか、病気 とともに今後 ど

の ように生活 していきたいか について質問 し、

その後は会話 の流れに沿って進め 自由に語 っ

て もらった。A氏 と生活の再構築についての

話を進めてい くにつれ 、徐々に就労に関す る

事項が多く語 られるよ うになった。そのため、

就労はA氏 の生活 の再構築に とって重要なテ

ーマであると考え、話 の流れの中で就労に関

す る質問を適宜加 えていった。対象者の許可

を得て、ICレ コーダーに録音 した。

面接は1回 につき60分 程度 を目処 とし、日

時は対象者 の都合に より調整 した。インタビ

ューの場所 は、A氏 と話 し合いプライバ シー

が確保できる個室を確保 した。

4.デ ータ分析方法

谷津7)に よる質的看護研究の分析手法 に準

じた方法で行 った。部分 と全体 を意識 しなが

らデー タ収集 と分析を並行 して行 った。

1)分 析の手順

(1)逐 語録を熟読 し、意味のある文節 あ

るいは項 目をとりだ しコー ド化 した。 コ

ー ド化は可能 なかぎ りA氏 の言葉を使用

し、データに忠実であることを大切 に し

た。

(2)文 脈 を考慮 しなが ら類似性、相違点

を比較 しなが ら同 じよ うな意味をもつも

のを分類 しサブカテゴ リー とした。

(3)サ ブカテ ゴリー間の関係性を検討 し、

カテゴ リーを抽 出した。

5.デ ー タの信頼性 ・妥当性

イ ンタビューの内容について、2回 目以降

に前回の面接で言葉 の意味や関係性が不明確

な部分について確認 をした。また、研究者が、

分析 ・解釈 した内容 をA氏 に示 し、適切に記

述 されていることを確認 しデータの信頼性を

確保 した。分析の経過 は記録 に残 し、質的研

究に精通 した専門家 のスーパー ヴィジ ョンを

受 け、研究結果に対す る妥当性の確保 に努め

た。

6.倫 理的配慮

研究協力施設における臨床研究の倫理審査

委員会の承認を得た。A氏 には、研究の 目的、

方法 を説明 した。 さらに研 究への参加 は 自由

意 思であ り、承諾後 の辞退 も自由であ り、参

加 を拒否 しても診療や治療および看護 に一切

影響 しないこと、個人 が特定できないよ うに

データ処理 を行い、学会及び学術雑誌へ公表

す ることを文書 と口頭 で説明 し、同意を得て
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同意書に署名 を受けた。最終 的に一事例 とし

て発表す ることに も同意を得た。

III.結 果

1.対 象者の概要

A氏 は40歳 代の男性 である。無職で これま

で一度 も就労の経験はない。未婚で、70代 の

母親 と2人 で暮 らしている。17歳 でク ロー ン

病を発症 し再燃 により入退院を繰 り返 した。

現在は、夜間の経腸栄養療法 による成分栄養

剤注入 と抗TNF-α 抗体製剤 の投与に よって、

寛解 を維持 している。

2.イ ンタビューの概要

2014年2月 か ら7月 に4回 のイ ンタビュ

ーを実施 した。時間は計236分 で、1回 の平

均は59分 であった。

3.結 果

3つ のカテ ゴリー、9の サブカテ ゴ リーを

抽出 した(表1)。

以下、カテゴリー毎に記述す る。文 中では、

サブカテ ゴリーを 【 】で示 し、A氏 の語 り

を “ ”内に斜体で表記 した。

1)体 調への対処に追われ余裕がなかった

17歳 でクローン病 を発症 したA氏 は、再燃

により入院を繰 り返 し不安定な体調のなか、

高校 と大学での生活 を過 ご した。その時の体

調を良くすることに精一杯で、【将来よ りもい

まの体調 を優先 させた】た め、アルバイ トや

就職活動 といった健康な大学生のような経験

ができず、将来について考 える余裕 はなかっ

た。

“その時期(発 症 した高校時代)は …入 退

院繰 り返 して体調が良 くな いか らもうその時

の ことだけ で精 一杯 なん ですよ。将来 のこと

なん てどうにかな るっていうか、今 をどうに

か しな きゃみたいな。”

大学卒業後か ら 【40代まで続いた不安定な

体調】で、お腹の痛み と辛 い絶食を我慢する

毎 日を過 ごした。 また、在宅IVHで “常にカ

テーテル が入 った”拘束感や合併症である膀

胱瘻 を併発 し、“皮膚か らボ トボ ト液が でてき

て今ま で以上に普通 じゃな い” ことを実感 し

ていた。

2)今 から踏み 出すのは容易ではない

40代 まで就労の経験がないことは、A氏 に

【空 白の経歴では自信が もてない】状態をも

た らし、職業安 定所に出向いて もエ ン トリー

し面接を受 けることには至 らず、就労に向け

て踏み出す ことを困難に した。A氏 は、寛解

が維持できている現在 も働 くことへ の自信が

な く、就 労に関 して “何を していいのかわか

らない” と語った。
“現実問題今調子が良 くても職歴 がまとも

にないっていった ら、なかなか厳 しいでしょ

(中略)職 歴の空白ってい うのかな …｡働 く

ためのス キル もな いか ら…。正直何 をしてい

いのかわか らな い。”

またA氏 は 【周 りの視線が気 にな り他者 と

比較 】 していた。病気で も仕事に就 く人 と自

分を比較 し、“病気 に甘え ていた”いまだに無

職で 【病気 を理由にして きてみっ ともない】

といった思いを抱いていた。 そのため他者が

自分 をこれまで何 をしてきたのか とい う視線

で見ているのではないかと思 うと、積極的に

社会 に出ていけないと語った。また、自分を

恥 じる思いから友達や医療者 には 【就職の話

は敬遠 】し、い ざとなった ら 【福祉 で どうに

かなる】と考 えていた。

“みんな(就 労 している患者)は ちゃん と

してたんだな っで…自分 がだめやったなって

…入 退院繰 り返 しても負 けないよ うにいっぱ

い就 職試験 を受 けるというのがなか った …｡”

3)老 親 と自分の将来のために自立 したい

母親 は、病気だけでな く就労できないこと

も含 めて、A氏 を全面的に “わかっ てくれ る

存在” であった。 しか し、A氏 は結婚や就労

していない ことについて母親に申 し訳ない、

これ以上 “心配 をかけた くない”と語 り、【老

いた母親を安心 させたい】 と考 えていた。

“母親 をみ てると…こうかわ いそ うやなっ
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て思 いま す(中 略)母 な 「私が死ん だ らあん

たは どうなるかわか らない、長生 きしないと

いけない」 って言わせてるか ら…。”

また、母親 と2人 暮 らしで他 に頼 りとなる

家族 はいないため、この先母親が亡 くなった

時に1人 で生活 してい くことへ の不安 も語 ら

れた。親 を頼 らず、【この先一人 で何 とか した

い】 と経済的に 自立し安定 した生活 を過 ごし

たい と考えていた。

“寝たき り
っ ていう病気 じゃないか ら、仕

事は しな くてはね、何 もしてなか った ら親 に

頼 っ てるみたい…。結局私 自身 の問 題だ し、

私が何 とか しない といけないん ですか ら…｡”
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表1.就 労 を試 み る 中 年 期 ク ロー ン病 患 者 の 経 験

カテ ゴリー サブカテ ゴリー 語 り

高校 は欠席 日数は 多か った けど3年 で卒業がで きま した 。大学も行って、それ か

ら入退院 を繰 り返すよ うにな った 。

将来よりもい
まの体調を優

大学2年3年 で3回 入院 して 、4年 の時に2回 入院 しま したね、たぶんその間

(入院 と入院の間)は1年 もたってないですね 。

先させた まともな方みたいに就職試験み たいなのはな いですね。 とにか く入院が繰 り返 し

だ っ た か ら… 。

入退院繰 り返 して体調が 良くないか らもうその 時の ことだけで精一杯なん です

体調への対処
よ 。

に追われ余裕 40歳 まで全然落ち着か なか った、1年 間入院 しない ってこ とはなかった｡

が なか った
痛 くて入院 して絶食 してIVHい れて 、それを何回 も繰 り返 して… そして どうにも

ならな くて手術に なる…それ の繰 り返 し…。

40代まで続い
た不安定な体

調

お腹 が痛いってす ぐ入院 じゃないか ら、我慢 しなが らって感 じですかねー 。友達
と遊 びに行って も痛 いのを我慢 してた。

便 がお しっこか らでて くるのもシ ョックだった、皮膚か らボ トボ ト液が でてきて

今まで以上に普通 じゃない… ここまできたかー って感 じですよ。

カテーテルを夜点滴 につな ぐ、そ して朝ロックする…。常にカテーテルが 入 った

状態で、何か あるーって感 じで負担は負担 。

職 歴の空白って いうかまともな職歴がない し、スキルもないか ら…不安が大 きい

ですね、正直何 を していいのかわか らない。何 回か障がい者枠で職安に話 にい っ
空白の経歴で たけ ど、ある程度経験 みたいな もの を求め られるんですよ。
は自信がもて
ない

何度か(職 安 に)相 談 に行った けど…やっぱ り厳 しいみた いな ことを言われて、
結局応募も登録 も しなかった…。

自分は病気で逃 げてきた ってい う考 えがある。就職 した けれ ど、入院繰 り返 して

や っぱ りだめだった とか、そ ういう経験もない…何 もしなか った結局…なんか

み っともないことやな って思 います。

病気 を理 由に

してきてみ っ 自分は結局は病 気に甘 えていたんやな って…いまの現状 をみ ると思 う。

ともない 病気だか らこうな った とい うの は100%で はないです。 自分の性格的な問題もあ

ると思 ってます…。

あ る程度の年にな って就職 してないって いうのが …み っともない。 いくら病気 で

も就職 してないってい うのがね …自分が嫌…。

今から踏み出
すのは容易で
はない

周りの視線が

同 じ病気の方でも、病気で無職 で何 も してない っていうん じゃな くて 、どっちか

というとちゃん として いる方の ほうが多い。

職安 とか行 った らあなた今ま で何 してたの?っ て いう視線 を浴びると思 う。相 手
気になり他者 が そ う思 ってな くて もこっち が勝手に思 って しまう。
と比較

病気 が今 は落ち着 いて ます けど、どこか でぶ り返 した時に…ああーや っぱ り病気

だか らねー って言われ るの も嫌。

先生 とか職 員の方 とか に何 も してないとか思われ た らち ょっ と恥ずか しいな って

思 う所があります… 。
就職の話は敬
遠

友達側 も仕事 して いないことに触れるのがタブー みたいな雰囲気になってるんで

す よ。結 局友達側 もど うす ることもできないです よね。 プライ ドとか見栄 を こじ

らせて ここまで きた ん じゃないですかね。

今 よ りかは悪 くなった ら、福 祉的な ものでど うにかなるや ろうってい うのがあ り
ま す 。

福祉でどうに
かなる 結 婚 してたら仕事 して食べさせない といけない…病気が治る薬 とか症状をなん と

か落ち着かせてとか考 える と思いますけ ど…私 は一人だか らどうにかなる ってい

う考えがあ ります 。

母は入退院繰 り返 して一人もんで ってのをわか って くれてい る、病気に対す る知

識が あるっていうの じゃな くてねー。わか って くれ る存在。
老いた母親を
安心させたい 親には心配をかけた くない し、仕事面の ことで もね … 。

私に結婚 とか孫 の顔みた いとか言われた ことがな い。親 も現実私の状況 を見 てた
ら無理だ ってわかって ると思 うん です よね。

老親と自分の
将来のために
自立したい

親が生 きてるか らこんな こと言 ってられ るんです けど、 自分 が一人にな った 時は

どうな るかーって…思 う。

好 き嫌 いだけ じゃな くて結婚は経済的な 自立が必要 にな る。体 が悪いな りにも仕

事 され てる方は結 婚 もで きると思 う。体 も悪 いし経済的 にもうまくいかん となる
この 先一人で

何 とか したい

と厳 しい。

何か しない といけない とは思 って る。障が い者支援 もあるわ けだし、職安か らく

る就職の状況を知るためのハ ガキ には返信 して いる。

寝た きりってい う病気 じゃな いか ら、仕事は しな くちゃね 、何も してなか った ら
親 に頼 ってるみたい になる。
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IV.考 察

1.青 年期の発症による影響

人 は青年期におとなの社会で地歩 を固め、

暫定的ではあっても成人期最初の生活構造 を

築きあげる8)。 一般に青年期に就労す ること

は、大人 としての社会経済的活動を開始 し、

自身の可能性 を模索す る重要な機会であるが、

A氏 はその機会 を得 ることができなかった。

今尾9)は 青年期に慢性疾患に罹患 しても、

再燃 を予兆す ることでライフイベ ン トに応 じ

た対処や将来の見通 しをもつことができ、病

気 が就労に及ぼす影響 を小 さくできると述べ

ている。 しか し、クロー ン病 は再燃 を繰 り返

す うえにその予兆を捉 えることも難 しい。そ

のため、発症時期や再燃 の程度 によっては、

青年期の発達課題である将来の可能性の模索

もできない状態 に陥 りやすい10)。

A氏 の病状 も多くのクローン病患者 と同様

に 【40代まで続いた不安定な体調】であった

ため、病気 の経過や 自身の将来 に対 し希望的

な見通 しを持つことが難 しかった。症状が緩

和 した時期 に就職の機会があって も、それま

での経験か らす ぐに再燃 するだ ろ うと予想 し、

就職 しない とい う判断を繰 り返 し、中年期に

至った。仕事 を通して視野を広 げた り自身の

可能性 を模索する機会がな く、職場を通 した

交友関係 が得 られなかったこ とは、年齢 にふ

さわ しい社会的な成功体験 を少なく し、【病気

を理 由に してきてみっともない】 とA氏 の自

己評価や 自己概念 を低下 させていた。クロー

ン病の特性や生活への影響を考 える と、A氏

のよ うに、就労できず に中年期 に至る患者は

少 なくないと考 えられ る。

2.就 労 と発達課題の関係

中年期 となったA氏 が就労について考える

意味 として、青年期 と成人前期 を見直 し、や

り残 した課題 としての就 労に再チャ レンジす

ることが考 えられた。 クロー ン病は食事や排

泄 など日常生活 の基礎に大きく影響するため、

【将来 よりもいまの体調を優先 させた】A民

の ように患者は療養生活に適応する とい う病

者役割を優先せ ざるを得ず、職業的役割や家

庭を築 くことが後回 しになる。がん患者 の場

合は、就労 中の成人が罹患す ると、病者役割

を担 うためにそれまでの社会的役割の遂行 に

様々な困難が生 じると報告 されている11)が 、

クロー ン病患者 の場合は成人 としての社会的

役割の基盤 を築 くことす ら容易で はない。A

氏のよ うに成人 して も未就労のクロー ン病患

者の多 くは親の扶養によって生計を立ててお

り12)、成人 としての生活の基盤である自立 し

た経済力の獲得 は、青年期、成人前期に達成

できなかった課題 として中年期に持 ち越 され

る。

Levinson13)に よる と、中年期はこれまでの

人生を見直 し将来 をより良くするため生活構

造を立て直す 時期だ と述べている。特にA氏

の ような40～45歳 の 「人生半ばの過渡期 」は

成人前期 と中年期 をつなぐ時期であ り、人生

を深刻に見つめなお し自己の内部及び外部 と

の激 しい葛藤 を引き起こす発達の危機 とし、

それ までの生活構造に疑問を抱 くとされ てい

る。就労 していない ことは、経済的に独 立 し

社会的責任 を果 たす とい う社会経済的側面で

の成人 としての 自立を阻む要素 となってお り、

A氏 は自分 自身 に 自信 を持つ ことができなか

った。就労はや り残 した課題であ り、長期寛

解 が可能 となった現在 、それに再度取 り組む

ことで人生の転機 を迎えていると考 えられた。

Erikson14)は 成人期の発達課題は 「生殖性」

であ り、課題 の達成によって 「世話」 とい う

人間的強みが獲得できると提唱 した。そのた

めには、他者へ の関心や成人 としての社会性

が不可欠で ある。寛解 維持 が容易 にな り、A

氏には周囲 との関係性 を見直す余裕 が生 じ、

【老いた母親 を安心 させたい】気持ちが高ま

っていた。地域や集 団の活動に進んで関与 し

た り、援助を必要 とす る人を世話す るといっ
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た他者 とのかかわ りが、成人中期の人格的活

力を生む15)。A氏 は、母親 を気遣った り、同

病者 を支えることを通 して も、世話 とい う強

みを発揮す ることが可能である。

また、生殖性は子孫 を生み出すことだけを

指すのではなく、 自身 のさらなる同一性の開

拓 とい う自己生殖的な営みを含む16)。就労の

成否 によって自己価値 が左 右 される状況 を継

続す ることは望ましい とは言えない。就労以

外にも役割 を見出す ことで さらなる同一性の

開拓につながる。就労へ の活動 を進めなが ら

も、よ り広い視野で成人期の課題を捉えるこ

とが、人生の可能性を広 げ、新 しい生きがい

を感 じることにっながると期待 され る。

3.看 護実践への示唆

中年期 クローン病者への支援 においては、

特に社会で生活す る患者 の姿 をイメージ し、

ライフイベン トを含めた人生設計も含めた健

康管理支援が必要であ る。他の専門職 と連携

し、患者が療養 と就労が両立できる在宅 ワー

クや資格取得の情報 にアクセ スできる環境 を

整 えることも考慮すべ きである。就労困難 が

続 くと、支援を求めにくくな り孤立 しやすい

ため、変化 を早期にキャッチ した介入が必要

であ り、就労の可否が過重に自己価値 の低下

に影響 しない よう、よ り広い視野で成人期の

課題を捉 える支援 も必要である。

中年期 クローン病患者は、中年期特有 の発

達的危機 に難病 とい う状況的危機が加わ り、

多重課題 を抱える。 医療チームによる支援 に

は限界があるため、行政や患者会 と連携 して

患者のためのセーフティネ ッ トを確立す るこ

とが重要である。

V.本 研究の限界 と今後の課題

本研究に よって、 中年期男性患者の就 労に

関する特徴的な思いの一部が明 らかになった。

しか し、一事例であ るため多様 な対象者 に対

する研究を継続 し、看護支援を具体化す るこ

とが今後の課題 であ る。

VI.結 論

A氏 は 病 気 の た め に 就 労 で き な か っ た こ と

で 自 己評 価 や 自 己 概 念 に 否 定 的 な 影 響 を う け

た が 、 人 生 半 ば の 過 渡 期 を 迎 え 、 就 労 の 意 味

を 再 考 し 、 や り残 した 課 題 に 再 チ ャ レ ン ジ し

自立 した い と 考 え て い た 。 こ れ はA氏 の 人 生

の 中 で の 大 き な 転 機 と考 え られ た 。 就 労 へ の

支 援 を含 め 、 発 達 段 階 に応 じて 患 者 が 広 く人

生 の 方 向 性 や 自 己 価 値 を 見 出 す こ と が で き る

支 援 の 必 要 性 が 示 唆 され た 。
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